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1. 一様に帯電した平面のつくる静電場を求めよ．ここで電荷面密度を ρとする．

2. 下図のような半径 aの導体球 Aと、同心で内半径 bで外半径 cの中空の導体球 Bがある (a < b < c)．
それ以外の領域は真空である．導体球 Aに電荷 Qを、導体球 Bに電荷 -Q’を付与したときの静電場
を適宜場合分けをして求めよ．
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3. φ = (x − 1)2 − yz2、A = (2xz2, y3,−3x2z) として、以下の式 (a) ∼ (d) を求めよ．ここで ∇ =(
∂
∂x , ∂

∂y , ∂
∂z

)
である。

(a) ∇φ (b) ∇ · A (c) ∇× A (d) A · (∇φ)


